
1．
は
じ
め
に
  

We
b上

で
展
開
さ
れ
る
情
報
探
索
は
，
探
索
者
が
明
確
な
情
報
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
お
り
，
そ
れ
に
  

見
合
う
も
の
を
一
回
の
検

索
で
探
す
lo
ok
up
se
ar
ch
だ
け
で
な
く
，
探
索
者
の
当
初
の
情
報
ニ
ー
ズ
  

は
あ
い
ま
い
で
，
ウ
ェ
ブ
上
の
情
報
源
を
探
り
な
が
ら
探
索
ゴ
ー
ル
を
少
し
ず
っ
明
確
に
し
て
い
く
  

ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hが

あ
る
．
Ma
rc
hi
on
in
iは

，
既
存
の
検
索
シ
ス
テ
ム
や
情
報
検
索
の
既
往
研
究
  

が
主
に
lo
ok
up
se
ar
ch
を
支
援
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
，
eX
Pl
or
at
or
ys
ea
rc
hの

研
究
開
  

発
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
し
，
eX
Pl
or
at
or
ys
ea
rc
hに

関
す
る
研
究
開
発
の
必
要
性
を
主
張
し
て
  

い
る
【
1］

．
  
 

一
方
，
情
報
探
索
領
域
で
は
，
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hを

と
ら
え
た
複
数
の
モ
  

デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い
る
．
Ba
te
sの

ペ
リ
ー
ピ
ッ
キ
ン
グ
モ
デ
ル
は
，
利
用
者
が
情
報
探
索
中
に
  

遭
遇
す
る
個
々
の
情
報
が
次
に
探
索
す
べ
き
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
方
向
性
を
提
示
し
，
そ
の
結
果
  

ク
エ
リ
が
継
続
的
に
変
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
描
写
し
た
も
の
で
，
ク
エ
リ
と
文
献
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
  

行
う
従
来
の
探
索
法
の
考
え
方
が
実
際
の
探
索
プ
ロ
セ
ス
を
反
映
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
．
そ
の
  

上
で
，
変
化
す
る
情
報
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
，
紙
媒
体
を
対
象
と
す
る
文
献
探
索
技
法
と
し
て
，
  

脚
注
連
鎖
探
索
（
fb
ot
no
te
ch
as
in
g）

，
引
用
探
索
（
Ci
ta
ti
on
se
ar
ch
in
g）

，
雑
誌
走
査
Li
ou
rn
al
ru
n）

，
  

領
域
走
査
（
ar
ea
sc
an
ni
ng
）
，
書
誌
・
抄
録
・
索
引
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
主
題
探
索
（
Su
bj
ec
ts
ea
rc
he
s 
 

in
bi
bl
io
gr
ap
hi
es
an
da
bs
tr
ac
ti
ng
an
di
nd
ex
in
gs
er
vi
ce
s）

，
著
者
名
探
索
（
au
th
or
se
ar
ch
in
g）

を
含
  

む
6種

類
の
情
報
探
索
行
動
を
電
子
環
境
で
実
現
す
る
よ
う
提
言
し
た
【
2】

．
Ku
hl
th
au
は
，
高
校
生
  

が
ク
ラ
ス
の
宿
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
レ
ポ
ー
ト
執
筆
タ
ス
ク
遂
行
に
お
け
る
テ
ー
マ
設
定
か
ら
  

情
報
探
索
終
了
ま
で
の
一
学
期
間
プ
ロ
セ
ス
で
の
，
情
報
行
動
，
思
考
，
感
情
の
変
化
を
捉
え
た
IS
P 
 

（
In
fb
rm
at
io
nS
ea
rc
hP
ro
ce
ss
）
モ
デ
ル
を
提
示
し
，
こ
れ
ら
の
要
素
の
変
化
に
一
定
の
パ
タ
ー
ン
  

が
み
ら
れ
る
こ
と
，
レ
ポ
ー
ト
の
焦
点
が
定
ま
る
と
思
考
が
明
確
化
し
感
情
が
肯
定
的
に
変
化
し
，
  

そ
れ
に
伴
い
情
報
行
動
が
漠
然
と
し
た
も
の
か
ら
明
確
な
も
の
に
変
化
す
る
こ
と
を
識
別
し
た
【
3】

．
  

こ
の
モ
デ
ル
は
，
We
b上

の
情
報
探
索
に
も
転
用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
【
41
．
  

We
b上

の
ex
pI
or
at
or
y 
se
ar
ch
の
特
徴
：
  
 

発
話
プ
ロ
ト
コ
ル
と
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
分
析
結
果
よ
り
  

三
輪
眞
木
子
†
 江

華
由
佳
†
†
賓
藤
ひ
と
み
†
†
†
  

高
久
雅
生
†
†
†
†
 寺

井
仁
†
†
†
†
†
神
門
典
子
†
†
†
†
†
†
  
 

大
学
生
11
名
と
LI
S院

生
5名

の
計
16
名
に
レ
ポ
ー
ト
執
筆
準
備
タ
ス
ク
（
Re
po
正
課
題
）
  

と
旅
行
計
画
タ
ス
ク
（
Tr
ip
課
題
）
に
つ
い
て
の
発
話
思
考
を
伴
う
We
b探

索
を
実
施
し
て
も
  

ら
い
，
探
索
中
の
発
話
を
画
面
推
移
デ
ー
タ
と
視
線
移
動
デ
ー
タ
と
共
に
記
録
し
た
．
探
索
終
  

了
後
に
，
探
索

画
面
の
ビ
デ
オ
記
録
（
一
部
は
視
線
移
動
デ
ー
タ
を
含
む
）
を
見
せ
な
が
ら
，
  

探
索
中
の
思
考
や
行
動
に
つ
い
て
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
．
発
話
思
考
と
事
後
イ
ン
  

タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
分
析
か
ら
，
eX
Pl
or
a【

or
y 
se
ar
ch
の
特
徴
と
，
両
タ
ス
ク
の
違
い
．
お
よ
び
  

大
学
生
と
LI
S院

生
の
違
い
が
把
握
さ
れ
た
．
  

Ch
ar
aC
te
ri
st
ic
so
fE
xp
lo
ra
to
ry
Se
ar
Ch
on
th
eⅥ

屯
b：

  

An
al
ys
is
of
Th
in
kA
lo
ud
an
dP
os
t－

Se
ar
Ch
Im
te
rv
ie
ws
  
 

MA
KI
KO
MI
WA
†
YU
KA
EG
US
A†

†
HI
TO
MI
SA
IT
O†

†
†
  
 

MA
SA
Om
KA
KU
†
†
†
†
HI
TO
SH
IT
ER
AI
†
†
†
†
†
an
d 
 

NO
RI
KO
KA
ND
O†

†
†
†
†
†
  
 

W
e
s
t
u
d
i
e
d
W
e
b
i
n
f
b
r
m
a
t
i
o
n
－
S
e
e
k
i
n
g
p
r
o
c
e
s
s
e
s
b
y
c
o
m
p
a
r
l
n
g
t
W
O
t
a
S
k
s
：
r
e
p
O
r
t
t
a
S
k
a
n
d
 
 

tr
lp
ta
Sk
・
El
ev
en
un
de
rg
ra
du
at
es
an
dn
ve
LI
Sg
ra
du
at
es
we
re
ir
LV
it
ed
to
pa
rt
lC
IP
at
ei
nt
he
  

S
t
u
d
y
，
a
S
k
e
d
t
o
p
e
r
f
o
r
m
t
h
e
t
w
o
t
a
s
k
s
w
h
i
l
e
t
l
l
i
n
k
i
n
g
a
l
o
u
d
．
T
h
e
i
r
e
v
e
－
m
O
V
e
m
e
n
t
S
W
e
r
e
 
 

V
i
d
e
o
－
r
e
C
O
r
d
e
d
a
n
d
s
u
p
e
r
i
m
p
o
s
e
d
o
n
t
h
e
s
c
r
e
e
n
m
o
v
e
m
e
n
t
s
．
A
p
o
s
t
－
S
e
a
r
C
h
i
n
t
e
r
v
i
e
w
w
a
s
 
 

C
O
n
d
u
c
t
e
d
 
a
魚
e
r
e
a
c
h
t
a
s
k
i
n
w
h
i
c
h
t
h
e
p
a
r
t
l
C
I
P
a
n
t
W
a
S
 
S
h
o
w
n
h
i
s
／
h
e
r
v
i
d
e
o
－
r
e
C
O
r
d
e
d
 
 

S
e
a
r
C
h
p
r
o
c
e
s
s
w
i
t
h
a
n
d
w
i
t
h
o
u
t
e
y
e
－
m
O
V
e
m
e
n
t
S
．
W
e
i
d
e
n
t
i
f
i
e
d
s
o
m
e
c
h
a
r
a
c
t
e
r
i
s
t
i
c
s
o
f
 
 

ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hp
ro
ce
ss
es
an
de
li
ci
te
dd
if
ft
re
nc
es
be
tw
ee
nt
as
ks
as
we
il
as
be
tw
ee
n 
 

un
de
rg
ra
du
at
es
an
dL
IS
gr
ad
ua
te
s．

  

†
放
送
大
学
IC
T活

用
・
遠
隔
教
育
セ
ン
タ
ー
  

T
h
e
O
p
e
n
U
n
i
v
e
r
s
i
呼
O
f
J
a
p
a
n
．
 
 

†
†
国
立
教
育
政
策
研
究
所
 教

育
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
  

Na
ti
on
al
In
st
it
ut
eo
fE
du

ca
ti
on
al
Po
li
cy
Re
se
ar
ch
  

†
†
†
愛
知
教
育
大
学
 教

育
学

部
  

Ai
ch
iU
ni
ve
rs
it
yo
fE
du
ca

ti
on
  

†
†
†
†
高
久
雅
生
 物

質
・
材

料
研
究
機
構
 科

学
情
報
室
  
 

Na
ti
on
al
In
st
it
ut
ef
br
Ma
te
ri
al
sS
ci
en
ce
  

†
†
†
†
†
東
京
電
機
大
学
 環

境
情
報
学
部
  

To
ky
oD
en
ki
Un
iv
er
si
ty
  

†
†
†
†
†
†
国
立
情
報
学
研

究
所
／
総
合
研
究
大
学
院
大
学
  

Na
ti
on
al
In
st
iI
ut
eo
fI
nf
br
ma
ti
cs
／
Gr
ad
ua
te
Un
iv
er
si
ty
of
Ad
va
nc
ed
St
ud
ie
s 
  



lS
Pモ

デ
ル
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
，
eX
pl
or
at
oy
se
ar
ch
の
中
に
ex
pl
or
at
io
nと

，
lo
ok
up
  

が
含
ま
れ
て
お
り
，
レ

ポ
ー
ト
の
焦
点
が
定
ま
る
（
情
報
ニ
ー
ズ
が
明
確
に
な
る
）
と
、
前
者
が
後
  

者
に
変
化
す
る
と
い
う
特
性
で
あ
る
．
  
 

本
研
究
で
は
，
ウ

ェ
ブ
上
で
の
ex
pl
or
at
叩
′
Se
ar
Ch
の
特
徴
と
し
て
ex
pl
or
at
io
nか

ら
lo
ok
up
  

へ
の
変
化
が
見
ら
れ

る
の
か
ど
う
か
，
大
学
生
と
LI
S院

生
の
We
b探

索
行
動
の
違
い
，
お
よ
び
  

タ
ス
ク
に
よ
る
探
索
行
動
の
違
い
を
探
求
す
べ
く
，
研
究
の
指
針
と
し
て

以
下
の
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
  

チ
ョ
ン
（
Rq
）
を
用
い
た
：
  
 

RQ
l：

We
b上

で
展
開
さ
れ
る
ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hに

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
？
  
 

Rq
2：

大
学
生
と
LI
S院

生
の
We
b探

索
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の

よ
う
に
違
う
の
か
？
  
 

RQ
3：

Re
po
rt
課
題
と
Tr
ip
課
題
の
We
b探

索
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
？
  

ヱ
．
実
験
設
計
  
 

ヱ
．
1実

験
参
加
者
  
 

学
部
生
11
名
（
男
性
5名

，
女
性
6名

，
平
均
年
齢
20
．
0）

と
図
書
館
情
報
学
専
攻
の
大
学
院
生
（
以
  

下
「
LI
S院

生
」
と
す
る
）
5名

（
男
性
4名

，
女
性
1名

，
平
均
年
齢
24
．
6）

が
実
験
に
参
加
し
た
．
  

学
部
生
の
専
攻
は
経
済
学
，
文
学
，
工
学
，
外
国
語
学
（
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
）
，
心
理
学
，
理
学
，
土
  

木
工
学
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
．
  
 

2．
ヱ
 課

題
  
 

実
験
参
加
者
は
，

Re
po
rt
課
題
と
Tr
ip
課
題
の
2種

類
の
検
索
課
題
に
取
り
組
ん
だ
．
本
研
究
の
  

目
的
の
た
め
に
，
意
図
的
に
ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hを

実
験
環
境
で
再
現
で
き
る
よ
う
な
課
題
を
設
計
  

し
た
■
 R
ep
oI
l課

題
は
，
「
世
界
史
」
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
た
め
に
必
要
な
情
報
を
探
索
し
収
集
  

す
る
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た
、
実
験
参
加
者
に
と
っ
て
親
近
性
の
あ
る
課
題
と
す
る
た
め
，
高
等
学
  

校
の
必
修
科
目
で
あ
る
世
界
史
を
選
択
し
，
具
体
的
な
テ
ー
マ
は
実
験
参
加
者
が
興
味
の
あ
る
対
象
  

を
選
ん
だ
．
一
方
，
Tr
ip
課
題
は
，
身
近
な
人
と
の
「
旅
行
計
画
」
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
探
索
  

す
る
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た
．
Re
po
rt
課
題
と
同
様
に
，
具
体
的
な
目
的
地
等
は
実
験
参
加
者
が
興
  

味
の
あ
る
場
所
を
選
ん

だ
．
ま
た
，
実
験
参
加
者
に
は
検
索
遂
行
中
に
発
話
す
る
よ
う
求
め
た
．
  

Re
po
rt
課
題
と
Tr
ip
課
題
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
以
下
に
示
す
．
  
 

Re
po
正
課
題
：
  

大
学
の
一
般
教

養
の
授
業
で
，
世
界
史
を
対
象
に
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
  

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
課
題
が
出
ま
し
た
．
テ
ー
マ
は
，
  

に
し
ま
し
た
．
  

時
期
は
  

で
，
期
間
は
  

場
所
は
  

で
す
．
一
緒
に
行

く
人
た
ち
に
教
え
て
あ
げ
る
つ
も
り
で
，
そ
の
地
域
へ
の
交
通
手
段
，
行
っ
  

て
み
た
い
場
所
や

行
事
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
調
べ
ま
し
ょ
う
．
調
査
に
  

使
え
る
時
間
は
15
分

で
す
．
役
に
立
つ
サ
イ
ト
を
探
し
ま
し
ょ
う
．
課
題
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
  

て
い
る
ペ
ー
ジ
を
ブ

ッ
ク
マ
ー
ク
に
追
加
し
て
く
だ
さ
い
．
  
 

ヱ
．
3 
デ
ー
タ
収
集
  
 

実
験
参
加
者
は
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
，
We
bサ

ー
チ
エ
ン
ジ
ン
を
用
い
た
日
常
的
な
検
索
経
  

験
に
つ
い
て
の
質
問
に
回
答
し
た
．
発
話
練
習
を
兼
ね
た
練
習
課
題
に
5分

間
取
り
組
ん
だ
後
，
2つ

  

の
検
索
課
題
に
そ
れ
ぞ

れ
15
分
間
取
り
組
ん
だ
．
検
索
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
Re
po
rt
課
題
と
Tr
ip
  

課
題
で
，
順
序
に
よ
る
影

響
を
考
慮
し
，
実
験
参
加
者
に
よ
っ
て
課
題
の
遂
行
順
序
が
ラ
ン
ダ
ム
に
  

な
る
よ
う
配
置
し
た
．
検
索
遂
行
中
の
実
験
参
加
者
の
視
線
の
動
き
は
，
眼
球
運
動
測
定
装
置
（
Vo
xe
r 
 

ST
－
60
0）

に
よ
っ
て
計
測
し
た
．
実
験
に
は
19
イ
ン
チ
液
晶
モ
ニ
タ
に
対
し
，
10
24
×
78
6の

解
  

像
度
に
設
定
し
た
Wi
nd
ow
sX
Pの

PC
 を

使
用
し
た
．
We
b閲

覧
用
の
ブ
ラ
ウ
ザ
に
は
Fi
re
fb
xを

  

使
用
し
た
．
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に
は
Go
og
le
お
よ
び
Ya
l1
00
！
Ja
pa
nの

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
  

を
追
加
し
，
日
常
で
の
自
然
な
探
索
と
同
様
の
状
態
と
な
る
よ
う
，
自
由
に
探
索
を
行
う
よ
う
指
示
  

し
た
．
な
お
，
視
線
移
動
デ
ー
タ
の
分
析
の
た
め
に
，
原
則
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ザ
は
画
面
上
に
ウ
イ
ン
  

ド
ウ
サ
イ
ズ
を
最
大
化
し
た
状
態
で
使
用
す
る
よ
う
促
し
，
必
要
に
応
じ
て
タ
ブ
機
能
を
使
う
よ
う
  

指
示
し
た
．
ま
た
，
ブ
ラ

ウ
ザ
の
ロ
グ
は
Sl
og
ge
r，

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
は
画
面
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
  

ソ
フ
ト
Hy
pe
rC
am
に
よ
っ

て
記
録
し
た
．
ま
た
，
課
題
遂
行
中
の
思
考
や
情
動
を
抽
出
す
る
た
め
，
  

実
験
参
加
者
に
は
検
索
課

題
遂
行
中
に
考
え
た
こ
と
，
感
じ
た
こ
と
を
発
話
す
る
よ
う
求
め
た
．
課
  

題
終
了
後
は
，
課
題
に
つ
い
て
の
困
難
度
や
満
足
度
等
を
問
う
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
．
ア
  

ン
ケ
ー
ト
終
了
後
，
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
際
の
実
験
参
加
者
の
情
報
探
索
行
動
に
つ
い
て
，
イ
  

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た

．
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
，
検
索
時
の
記
憶
想
起
へ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
  

め
，
画
面
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
映
像
を
参
照
し
な
が
ら
進
め
た
．
そ
の
際
，
各
課
題
の
半
分
程
度
の
映
像
  

で
は
視
線
移
動
を
表
示
し

た
．
な
お
，
順
序
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
，
実
験
参
加
者
に
よ
っ
て
視
線
  

移
動
表
示
が
前
半
か
後
半
か

を
ラ
ン
ダ
ム
に
指
定
し
た
，
  
 

2．
4 
デ
ー
タ
分
析
  
 

タ
グ
付
与
の
た
め
に
開
発
し
た
CO
打
汀
を
用
い
て
，
ブ
ラ
ウ
ザ
ロ
グ
と
発
話
音
声
付
き
の
画
面
  

キ
ャ
プ
チ
ャ
映
像
，
視
線

移
動
デ
ー
タ
，
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
参
照
し
な
が
ら
，
ペ
ー
ジ
種
別
，
  

行
動
種
別
，
ペ
ー
ジ
遷
移
，
視
線
注
視
位
置
に
つ
い
て
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
人
手
  

で
タ
グ
付
与
を
行
い
，
発
話
デ
ー
タ
と
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
を
挿
入
し
た
．
行
動
デ
ー
タ
と
  

視
線
移
動
デ
ー
タ
の
タ
ス
ク
間
，
グ
ル
ー
プ
間
比
較
分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
【
5】

［
6】

【
7】

．
視
  

線
移
動
デ
ー
タ
が
表
示
さ
れ
た
ビ
デ
オ
映
像
と
Ⅹ
ML
で
保
存
さ
れ
た
タ
グ
付
け
結
果
を
用
い
て
，
  

絶
え
ざ
る
比
較
法
に
よ
り
発
話
デ
ー
タ
と
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
デ
ー
タ
の
内
容
分
析
を
行
っ
た
．
デ
  

ー
タ
の
分
析
に
は
，
質
的

デ
ー
タ
分
析
ソ
フ
ト
At
la
s．

ti
を
使
い
，
分
析
枠
組
み
と
し
て
知
識
変
化
タ
  

ク
ソ
ノ
ミ
阿
と
知
識
利
用
タ

ク
ソ
ノ
ミ
刑
を
用
い
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
戦
略
に
よ
り
，
課
題
遂
行
中
の
  
 

そ
れ
で
は
，
レ
ポ

ー
ト
作
成
の
事
前
調
査
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
関
連
資
料
を
集
  

め
ま
し
ょ
う
．
調
査
に
使
え
る
時
間
は
15
分
で
す
．
役
に
立
っ
サ
イ
ト
を
探
し
ま
し
ょ
う
．
課
  

題
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に
追
加
し
て
く
だ
さ
い
、
  

Tr
ip
課
題
：
  

あ
な
た
は
，
  

と
行
く
旅
行
を
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
  



実
験
参
加
者
の
知
識
の
変
化
を
捉
え
る
と
と
も
に
，
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
戦
略
に
よ
り
 e
xp
lo
ra
to
ry
  

se
a∫

Ch
の
特
徴
，
お
よ

び
タ
ス
ク
間
と
グ
ル
ー
プ
間
の
違
い
を
示
唆
す
る
デ
ー
タ
を
抽
出
し
た
．
  
 

3．
結
果
  
 

以
下
で
は
，
実
験
参
加
者
の
We
b探

索
中
の
発
話
と
事
後
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
録
の
内
容
分
析
か
ら
  

得
ら
れ
た
知
見
を
，
RQ
に
沿
っ
て
報
告
す
る
．
文
中
で
引
用
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
発
話
は
斜
体
  

で
示
す
．
検
索
中
の
発
話
は
＜
 
＞
，
ク
エ
リ
等
の
検
索
ロ
グ

は
（
）
，
中
略
は
‥
・
 

，
補
足
情
報
  

は
【
］
で
示
し
，
引
用
の
末
尾
に
実
験
参
加
者
1D
を
（
）
に
入
れ
て

示
す
．
な
お
，
実
験
参
加
者
ID
  

は
，
S
u
b
l
～
S
u
b
l
l
が
大
学
生
，
S
u
b
2
0
～
S
u
b
2
4
が
L
I
S
院

生
で
あ
る
．
 
 
 

3
．
1
W
e
b
上
で
展
開
さ

れ
る
e
x
p
I
o
r
a
t
o
r
y
s
e
a
r
c
h
の
特
徴
（
R
Q
l
）
 
 
 

情
報
ニ
ー
ズ
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
や

旅
行
の
行
き
先
が
漠
然
と
し
て
  

い
る
ex
pl
or
at
ol
γ
Se
ar
Ch
に
は
以
下
の
特
徴
が
み
ら
れ
た
．
  

（
1）

学
習
か
ら
ス
キ
ー
マ
に
沿
っ
た
検
索
へ
  
 

Re
po
rt
課
題
で
は
，
実
験
参
加
者
は
，
自
ら
選
択
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
が
漠
然
と
し
て
い
る
  

場
合
は
テ
ー
マ
を
明
確
化
す
る
た
め
に
，
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
  

い
る
場
合
は
テ
ー
マ
に
関
す
る
概
要
を
把
握
す
る
た
め
に
，
W
e
b
探
索
プ
ロ
セ
ス
の
前
の
部
分
で
 
 

e
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n
を
行
っ
た
．
実
験
参
加
者
全
員
が
，
R
e
p
o
r
t
課
題
の
W
e
b
探
索
プ
ロ
セ
ス
の
比
較
的
早
 
 

い
時
点
で
，
W
i
k
i
p
e
d
i
a
を
利
用
し
た
．
実
験
参
加
者
は
，
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
る
 
 

際
に
Wi
ki
pe
di
aを

習
慣
的
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
・
  

ご
ご
ぼ
邑
う
，
ク
イ
辛
ペ
デ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
，
あ
る
産
屋
藩
う
，
ガ
ザ
滅
掛
  

ら
多
分
い
い
厚
顔
が
あ
る
人
′
ど
や
凌
い
か
な
と
お
め
一
 一

局
丁

ま
■
Lた

が
や
っ
ぱ
ク
，
酉
ノ
好
め
点
  

か
っ
た
で
す
・
・
・
ぎ
ー
つ
と
離
′
て
ミ
 
レ
ポ
ー
∧
の
1
紡
揮

の
量
を
j
野
ペ
て
ま
L
た
‥
・
て
ミ
 
 

十
分
碧
げ
る
量
だ
っ
た
の
で
，
こ
ご
あ
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
L
ま
L
尤
・
・
・
ざ
っ
と
慶
ん
で
み
た
 
 

磨
某
で
ぽ
，
レ
ポ
ー
′
を
書
ぐ
の
に
ぼ
ち
ょ
う
ど
い
い
修
好
の
よ
う
な
の
で
，
こ
れ
を
中
心
に
  

レ
ポ
ー
♪
を
穿
い
丁
い
き
た
い
と
ノ
許
い
ま
す
．
応
〟
占
jノ

  

身
分
の
瘡
邸
た

る
定
義
㌦
で
せ
て
凄
承
っ
え
A′

で
‥
・
ま
あ
，
居
直
二
 月

て
わ
か
ん
力
点
  

A′
だ
げ
ど
．
ど
ぅ
Lよ

う
か
凍
っ
て
1好

Cで
す
ね
．
ど
う
Lよ

う
か
佼
っ
て
．
ま
′
 と

ク
あ
元
  

ず
 慶

ん
で
わ
か
ん

な
い
っ
丁
い
う
の
邑
ど
う
か
な
っ
丁
．
J椚

極
フ
gd
ね
和
彦
め
ば
 な

，
何
  

か
Lら

つ
か
め
る
ス
／
ご
や
な
い
か
っ
て
1で

粛
み
β
Lま

Lた
・
・
・
遜
中
か
ら
′
、
イ
ブ
に
つ
  

い
て
夢
こ
う
か
ノ
打
と
考
虐
ノ
β
LT
‥
・
伽
占
ノ
ノ
  

テ
ー
マ
に
関
す
る
概
要
知
識
を
獲
得
し
て
レ
ポ
ー
ト
の
フ
ォ
ー
カ
ス
が
定
ま
る
と
，
レ
ポ
ー
ト
に
  

使
う
情
報
を
集
め
る
lo
ok
up
に
変
化
し
た
・
  
 

自
分
の
学
位
論
文
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
た
LI
S院

生
の
場
合
は
，
最
初
か
ら
テ
ー
マ
が
  

明
確
で
あ
り
，
レ
ポ
ー
ト
執
輩
準
備
の
た
め
の
一
定
の
手
順
（
Re
po
rt
ス
キ
ー
マ
：
基
本
図
書
を
決
  

め
る
⇒
OP
AC
で
所
蔵
を
見

る
⇒
論
文
を
探
す
）
に
沿
っ
て
lo
ok
up
を
行
っ
た
．
  

虜
ク
あ
戌
ヂ
ば
本
を
，
題
．
本
命
／
ご
ま
′
 ネ

ッ
′
仁
君
い
丁
あ
る
ご
と
ぼ
′
 ま

あ
′
 あ

ま
ク
′
  

参
′
考
仁
Lな

い
の
で
 ま

，
ネ
ッ
′
に
書
い
丁
あ
る
，
参
′
孝
＿
文
靡
を
摩
す
と
い
う
こ
と
だ
げ
を
  

孝
之
丁
い
丁
，
ま
，
窟
勿
ば
ぁ
ち
ろ
ん
 0
月
4C
い
っ
丁
，
本
を
原
LT
，
£
ぃ
た
ぶ
ん
歴
史
  

だ
と
 あ

ん
ま
ク
，
点
っ
と
，
鹿
又
●
ぼ
な
い
ん
で
す
げ
と
：
ま
，
鼠
丈
を
原
Lて

1一
己
 そ

の
  

炭
仔
，
ネ
ッ
♪
上
の
ま
あ
，
タ
イ
手
の
参
考
文
靡
を
屈
丁
 で

，
あ
と
ぼ
ぽ
か
の
，
ま
，
ゲ
イ
  

′
の
参
考
＿
丈
厨
を
＿
見
よ
う
か
な
と
い
う
，
ま
，
そ
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
ぼ
考
え
丁
ま
Lた

ゎ
  

澤
祝
占
2り

  
 

（
ユ
）
情
報
遭
遇
に
伴
う
ゴ
ー

ル
の
逸
脱
  
 

た
だ
し
，
lo
ok
up
を
し

て
い
る
最
中
に
予
期
せ
ぬ
情
報
に
遭
遇
す
る
と
，
eX
pl
or
at
io
nに

転
換
  

す
る
こ
と
も
あ
る
．
  

＜
虜
三
者
∠
野
の
穿
泉
 
フ
ー
バ
だ
 
フ
ー
ベ
 
フ
ー
バ
こ
 
 

う
一
人
／
，
シ
ュ
ミ
グ
′
■
・
・
唐
人
／
  

だ
っ
／
宍
メ
▲
学
の
，
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
小
，
ク
イ
マ
ー
ル
1虜

三
槻
ズ
ー
，
こ
の
あ
と
．
＞
‥
・
  

こ
カ
ぼ
で
す
ね
，
β
分
の
学
ノ
腎
臓
せ
の
，
大
鹿
常
置
唐
の
て
ミ
 今

ノ
野
の
ご
と
ば
・
・
・
あ
  

ん
ま
ク
ノ
野
粛
な
か
っ
た
で
す
」
す
い
ま
せ
ん
．
Jち

ょ
っ
と
静
座
が
あ
っ
丁
㌧
居
た
っ
丁
い
う
  

で
す
ね
ノ
 ち

ょ
っ
と

〔
笑
ノ
．
ま
，
そ
う
い
う
こ
と
邑
，
磨
勝
原
LT
る
と
き
，
そ
う
い
う
こ
  

と
多
い
ん
で
．
仲
此
叫
  

Tr
ip
課
題
で
は
，
ど
こ

に
行
こ
う
か
迷
っ
て
い
る
場
合
に
は
，
行
き
先
を
決
め
る
た
め
に
  

e
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n
を
す
る
．
 
 

d．
■
（
算
ノ
，
お
お
，
そ
っ
か
っ
丁
．
で
，
邑
う
ち
ょ
っ
と
ぽ
か
に
な
ん
か
い
い
と
こ
ろ
が
な
い
  

か
な
と
い
う
の
を
ち
ょ
ご
ち
ょ
こ
て
ミ
′
者
赦
光
ノ
碩
と
か
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
度
ん
て
㌔
．
お
，
  

虜
雅
浩
太
1野

な
ら
い
い
か
恵
と
居
っ
た
A／

で
す
凄
j、

・
・
・
行
き
兄
を
こ
ち
ら
に
‘
変
質
Lよ

う
と
  

い
う
こ
と
で
・
■
 ■

蒔
祝
み
2β

ノ
  

行
き
先
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
る
と
，
旅
行
計
画
に
関
す
る
一
定
の
ス
キ
ー
マ
（
Tr
ip
ス
キ
ー
マ
：
  

行
き
先
⇒
交
通
手
段
⇒
宿
泊

先
⇒
現
地
訪
問
先
t活

動
⇒
食
べ
も
の
・
土
産
な
ど
）
に
沿
っ
て
順
次
  

情
報
を
集
め
つ
つ
意
思
決
定

を
下
す
lo
ok
up
に
変
化
す
る
．
  
 

最
初
か
ら
行
き
先
が
明
確
で
，
We
bを

使
っ
た
旅
行
計
画
の
経
験
を
持
つ
実
験
参
加
者
の
場
合
は
，
  

ex
pl
or
at
io
nは

ほ
と
ん
ど

行
わ
ず
，
最
初
か
ら
行
き
先
の
観
光
協
会
ペ
ー
ジ
や
旅
行
者
の
モ
デ
ル
プ
  
 

－ 念 T l   



の
で
■
・
■
ニ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
離
J店

〟
占
jノ

  

LI
S院

生
は
，
テ
ー
マ
の
概
要
把
握
に
加
え
て
，
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
と
レ
ポ
ー
ト
に
引
用
す
べ
き
  

参
考
文
献
を
探
す
た
め
に
Wi
ki
pe
di
aを

利
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
．
  

タ
イ
手
の
一
番
下
に
ば
，
厳
密
タ
ン
ク
み
た
い
な
の
が
つ
い
丁
い
ま
Lて

1そ
れ
を
ク
ク
ッ
ク
  

す
る
と
，
ま
あ
 厳

密
す
る
修
辞
に
靡
∠
／
で
い
げ
る
の
で
，
グ
ー
タ
ン
レ
で
遠
野
べ
る
よ
ク
あ
，
手
  

っ
虜
ク
早
い
の
㌣
 靡

ク
あ
元
ヂ
そ
の
，
ズ
と
，
ま
あ
 膠

べ
る
こ
と
紘
／
、
ク
イ
，
だ
っ
た
  

の
て
ミ
 ま

虜
㌧
 今

度
提
ノ
、
ク
イ
メ
仰
の
ノ
オ
を
膠
べ
丁
い
げ
ば
 ′

労
丁
ぐ
る
ん
ご
や
凌
い
か
と
居
っ
  

た
の
下
 原

ク
あ
点
す
ミ
 ノ

、
ク
イ
メ
仰
を
ク
ク
ッ
ク
Lま

Lた
侍
以
占
2カ

  

両
グ
ル
ー
プ
の
違
い
は
お
そ
ら
く
，
LI
S院

生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
文
献
探
索
に
関
す
る
  

経
験
を
累
積
し
，
Wi
ki
pe

di
aの

構
造
や
使
い
方
に
習
熟
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
・
  

（
2）

 A
ma
zo
nの

使
い
方

  
 

R
e
p
o
r
t
課
題
で
は
，
L
I
S
院
生
3
名
と
学
部
生
l
名
が
使
用
し
た
・
彼
ら
は
，
A
m
a
z
o
n
を
，
書
 
 

籍
を
探
す
た
め
だ
け
で
な

く
，
書
籍
の
カ
ス
タ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
参
照
す
る
た
め
に
も
使
っ
て
い
た
．
  

J断
た匝

成β
てヲ

参考
文厨

のい
いの

メj
沼あ

たら
なき

そう
だっ

たの
で■

・■
アマ

ゾン
でノ

  
度
碑
妙
車
車
應
耕
凄
小
脇
せ
腐
っ
て
い
う
の
を
j訝

べ
て
み
ま
す
．
・
・
■
『
ア
メ
ダ
カ
∫
質
入
の
歴
  

史
♂
と
い
う
扇
が
あ
る
の
て
1靡

書
で
す
L，

と
っ
か
か
ク
に
ば
い
い
か
な
と
居
い
ま
す
の
て
ミ
  

ズ
え
 レ

ビ
ュ
ー
を
ノ
居
て
1い

い
本
か
ど
う
カ
）
を
暦
学
に
ノ
屠
手
久
た
い
と
居
い
ま
す
・
・
・
こ
  

れ
ば
レ
ビ
ュ
ー
が
い

い
の
で
・
‥
澤
〟
占
2切

  
 

（
3）

 図
書
館
OP
AC
の
利
用
  
 

R
e
p
o
r
t
課
題
で
は

，
L
I
S
院
生
の
み
3
名
が
図
書
館
O
P
A
C
を
利
用
し
た
．
彼
ら
は
，
W
e
b
探
索
 
 

中
に
見
つ
か
っ
た
書
籍
の
カ
ス
タ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
Am
az
ol
lで

参
照
し
た
後
，
読
み
た
い
と
思
っ
  

た
書
籍
の
所
蔵
を
普
段
利
用
し
て
い
る
大
学
図
書
館
や
公
共
図
書
館
の
OP
AC
で
確
認
し
た
．
  

‥
・
〃
〝
Zd
ヱ
0′

7年
7レ

ビ
ュ
ー
㌣
家
慶
払
い
い
で
す
L‥

・
ま
あ
，
あ
っ
き
ク
Lて

る
と
か
  

っ
丁
い
う
の
が
あ

る
の
で
，
変
仁
腐
‘
っ
丁
め
な
い
か
磨
っ
丁
い
う
窟
が
Lま

す
の
て
ミ
 ズ

え
  

ご
カ
ば
彦
β
L
T
お
き
た
い
と
思
う
の
で
，
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
L
T
お
き
ま
す
・
・
・
次
に
 
 

邑
分
の
虎
屠
の
．
オ
学
で
あ
る
・
・
・
00
の
上
野
書
麿
オ
jl
プ
守
っ
丁
い
る
か
を
′
 避

雷
LT
お
き
た
  

い
と
居
っ
て
1慮

書
を
屏
単
に
屈
丁
お
き
，
ち
ょ
っ
と
廟
＝
富
な
の
で
，
え
え
 心

鹿
原
と
こ
ろ
  

が
あ
石
‥
・
う
ー
ん
 r
苫
〟
占
2卯

  

読
み
た
い
書
籍
が
普
段
利
用
し
て
い
る
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
，
IL
Lで

取
り
寄
せ
る
  
 

ラ
ン
を
参
照
す
る
な
ど
，
一
定
の
ス
キ
ー
マ
に
沿
っ
た
lo
ok
up
を
行
っ
た
．
  

ま
す
協
牙
を
′
訝

べ
を
き
や
い
げ
を
い
を
と
居
っ
た
の
と
，
ズ
ー
と
，
′
オ
伊
密
度
ス
ポ
ッ
′
を
ん
  

℃
屋
次
点
邑
．

慶
ガ
ノ
野
鉄
 材

で
Lよ

う
．
虜
兇
彪
会
っ
丁
い
う
サ
イ
′
カ
j潜

対
あ
る
と
居
  

っ
た
ん
て
㌔
そ
こ

／
ご
行
げ
ぼ
と
ク
あ
ズ
ヂ
す
べ
て
の
修
好
が
そ
ろ
っ
て
る
だ
ろ
う
な
と
．
留
っ
て
1 
 

雪
 ぽ

か
の
何
で

Lよ
う
．
ホ
テ
ル
と
か
j好

す
の
ど
げ
β
コ
シ
鐘
払
穿
か
を
と
居
っ
た
の
せ
′
  

あ
と
，
ノ
好
行
合
放
Jr
β
虜
彦
に
屈
ま
Lた

げ
ど
こ
 あ

あ
い
う
と
こ
ろ
で
何
か
モ
デ
ル
′
ツ
ア
ー
  

み
た
い
な
の
と

か
′
労
LT
る
ツ
ア
ー
み
た
い
な
の
参
考
仁
す
る
と
，
ノ
静
行
の
予
居
が
滋
て
や
す
  

い
こ
と
を
知
っ
て

た
A′

で
，
て
ミ
 そ

の
三
つ
を
太
・
浄
書
た
れ
ば
い
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
．
留
っ
  

て
い
ま
Lた

 仔
〟
ム
2J
ノ
  

た
だ
し
，
lo
ok
up
中
に
予
期
せ
ぬ
情
報
に
遭
遇
す
る
と
，
eX
pl
or
at
io
nに

転
換
す
る
こ
と
も
あ
  

る
．
  

止
ま
，
と
ク
あ
点

ダ
ニ
 磨

っ
丁
孝
之
て
い
た
ん
で
す
／
ナ
ど
こ
 そ

の
，
ち
ょ
っ
と
．
き
っ
き
の
ダ
  

ー
ク
カ
′
の
と

こ
ろ
て
㌔
あ
，
あ
の
∴
ば
L，

β
の
廟
㌍
せ
ら
点
虎
と
い
う
れ
ヌ
ガ
ッ
′
綴
覿
  

で
ナ
よ
れ
 密

か
・
・
■
メ
酸
度
ス
ポ
ッ
∧
1鎗

寿
が
あ
っ
た
の
下
 そ

っ
ち
邑
見
丁
み
よ
う
と
ノ
留
  

っ
て
．
店
〟
占
2j
ノ
  

以
上
の
結
果
か
ら

，
大
学
生
・
LI
S院

生
に
と
っ
て
，
Wi
ki
pe
di
aは

Re
po
rt
課
題
の
た
め
の
  

ex
pl
or
at
io
nで

習
慣
的
に
利
用
す
る
サ
イ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
・
ま
た
，
We
b探

索
  

プ
ロ
セ
ス
は
ex
pl
or
at
io
nか

ら
lo
ok
up
に
推
移
す
る
が
，
lo
ok
up
中
の
情
報
遭
遇
に
よ
っ
て
  

ex
pl
or
at
io
nに

転
換
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
・
す
な
わ
ち
，
eX
Pl
or
at
or
ys
ea
rc
h 
 

プ
ロ
セ
ス
の
中
に
は
ex
pl
or
at
io
nの

部
分
と
lo
ok
up
の
部
分
が
と
も
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
・
  
 

3．
ユ
 学

部
生
と
LI

S院
生
の
恥
b探

索
プ
ロ
セ
ス
の
違
い
  
 

学
部
生
と
LI
S院

生
で
は
，
Re
po
rt
課
題
に
お
け
る
Wi
ki
pe
di
aと

Am
az
on
の
使
い
方
，
図
書
館
  

OP
AC
の
利
用
，
タ
ブ
の
利
用
，
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
の
利
用
，
お
よ
び
ク
エ
リ
の
ス
タ
イ
ル
に
違
  

い
が
み
ら
れ
た
．
  

（
1）

 W
ik
ip
ed
ia
の
使
い
方
  
 

大
学
生
は
，
Wi
ki
pe
di
aを

，
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
の
概
要
把
握
と
レ
ポ
ー
ト
内
容
の
直
接
的
な
根
  

拠
と
し
て
使
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
．
  

ま
す
ミ
‘
ど
こ
を
厨
め
ば
 そ

の
抒
容
ガ
jニ

 レ
ポ
ー
∧
の
，
書
く
／
こ
あ
た
っ
丁
い
い
の
か
を
朝
野
  

で
き
る
れ
 と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
1．

よ
く
ペ
ー
ジ
を
局
丁
考
元
丁
み
ま
Lた

‥
・
そ
う
L 
 

た
ら
，
虜
紺
に
な
っ
丁
い
た
の
㌣
 そ

こ
を
二
押
LT
み
れ
ば
ど
う
い
う
カ
密
か
が
わ
か
る
よ
う
  

唐
の
で
 局

丁
み
た
定
見
 恵

ん
と
を
ぐ
点
き
そ
う
，
レ
ポ
ー
′
を
署
げ
そ
う
密
感
じ
だ
っ
た
  



LI
S院

生
も
い
た
．
  
 

・
・
■
力
学
で
す
ね
・
‥
0翔

Cで
■
・
・
顔
斉
tて

み
て
こ
 を

い
じ
や
恵
車
庫
」
と
居
っ
  

丁
・
・
・
考
え
な
が
ら
．
邑
Lか

Lた
ら
，
あ
の
，
ノ
野
鼻
が
こ
た
い
Lた

本
ご
や
な
い
と
■
・
■
  
 

一
斉
隠
密
ぐ
丁
で
す
ゎ
‥
・
と
い
う
の
め
孝
ズ
な
が
ら
‥
－
ダ
ー
ク
ル
で
．
 

〃
如
ぐ
β
〆
で
す
ね
■
・
■
  
 

Jき
っ
き
の
，
00
オ
学
に
な
か
っ
た
本
朝
′
朗
ク
あ
元
ヂ
あ
ん
だ
げ
す
ぐ
上
に
虎
丁
き
た
L，

  
写
真
冗
ち
ょ
っ
と
屈
丁
み
た
い
の
㌣
 虜

ク
辞
せ
よ
う
か
な
と
■
 ■

・
学
府
の
，
虜
ク
穿
せ
の
  

ダ
ー
ビ
ヌ
で
す
ね
J申

L蓮
む
ゾ
．
伽
占
プ
封
  

書
籍
の
探
索
に
図
書
館
OP
AC
を
利
用
す
る
と
い
う
行
動
は
，

LI
S院

生
が
書
籍
の
探
索
と
入
手
  

に
習
熟
し
て
お
り
，
こ
の
行
動
が
習
慣
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
．
  
 

（
4）

 タ
ブ
の
利
用
  
 

大
学
生
で
タ
ブ
を
使
っ
た
の
は
4名

（
36
．
3％

）
だ
っ
た
の
に
対

し
て
，
LI
S院

生
は
全
員
が
タ
ブ
  

を
利
用
し
た
．
中
に
は
，
タ
ブ
を
意
識
的
に
活
用
し
て
い
る
LI
S院

生
も
い
た
．
  

（
7）

 そ
の
他
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
  
 

LI
S院

生
だ
け
が
利
用
し
た
そ
の
他
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
，
検
索
シ
ス
テ
ム
の
出
力
オ
プ
シ
ョ
ン
変
  

更
（
2名

）
，
「
00
と
は
」
と
い
う
ク
エ
リ
の
使
用
（
l名

）
，
ブ
ッ
ク
マ
ー
 

ク
時
の
サ
イ
ト
名
変
更
（
l 
 

名
）
，
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
の
参
照
（
1名

）
で
あ
っ
た
．
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
，
LI
S院

生
が
Ⅵ
毎
b上

で
  

の
情
報
探
索
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
．
  

3．
3 
Re
po
rt
課
題
と

Tr
ip
課
題
の
We
b探

索
プ
ロ
セ
ス
の
違
い
（
RQ
2）

  
 

Re
po
rt
課
題
と
Tr
ip
課
題
で
は
，
各
々
に
特
有
の
情
報
探
索
ス
キ
ー
マ
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
  

て
き
た
．
両
者
の
大
き
な
違
い
は
，
Re
po
rt
課
題
が
試
行
錯
誤
を
伴
う
の
に
対
し
，
Tr
ip
課
題
は
各
  

段
階
で
の
意
思
決
定
を
必
須
と
す
る
点
で
あ
る
．
  

（
1）

 情
報
探
索
ス
キ
ー
マ
  
 

R
e
p
o
r
t
課
題
で
は
，
L
I
S
院
生
3
名
の
W
e
b
探
索
プ
ロ
セ
ス
に
，
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
 
 

⇒
W
i
k
i
p
e
d
i
a
で
テ
ー
マ
の
概
要
を
つ
か
み
参
照
文
献
を
確
認
す
る
⇒
A
m
a
z
o
n
で
関
連
図
書
を
検
 
 

索
し
て
カ
ス
タ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
見
て
，
レ
ポ
ー
ト
の
基
本
文
献
（
書
籍
）
を
決
め
る
⇒
図
書
館
の
  

OP
AC
で
基
本
文
献
の
所
蔵
状
況
を
調
べ
る
，
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
た
．
  

と
ク
あ
虐
ヂ
ア
マ
ゾ
ン
で
オ
勝
本
ぼ
ノ
野
べ
丁
か
ら
，
そ
の
彦
で
，
ま
あ
レ
ビ
ュ
ー
と
か
邑
あ
  

っ
て
1て

ミ
 ア

マ
ゾ
ン
で
居
て
，
そ
の
あ
と
ノ
オ
紺
喜
好
と
か
が
揮
っ
丁
ゑ
か
ど
づ
か
っ
丁
い
  

う
の
を
ノ
野
べ
る
の
で
ア
マ
ゾ
ン
に
虜
勿
匿
■
 ‥

伽
ゐ
2り

  

そ
の
う
ち
2名

は
，
Ci
ni
iで

関
連
論
文
を
探
し
た
．
別
の
院
生
1名

は
，
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
を
  

決
め
る
⇒
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン

（
00
gl
e）

検
索
で
書
籍
を
見
つ
け
る
□
見
つ
か
っ
た
書
籍
の
所
蔵
を
確
認
  

し
関
連
図
書
を
探
す
⇒
Ci
ni
iで

論
文
を
探
す
⇒
NA
CS
IS
We
bc
at
で
書
籍
を
探
す
，
Go
og
le
sc
ho
la
r 
 

で
論
文
を
探
す
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
．
  
 

以
上
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
，
Re
po
rt
ス
キ
ー
マ
は
前
後
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
概
ね
，
①
サ
ー
チ
エ
  

ン
ジ
ン
や
W
i
k
i
p
e
d
i
a
の
参
照
文
献
，
②
A
m
a
z
o
n
の
カ
ス
タ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
り
基
本
図
書
を
決
 
 

め
る
，
③
図
書
館
OP
AC
で
所
蔵
を
見
る
④
ci
ni
i等

の
論
文
検
索
サ
イ
ト
で
論
文
を
探
す
，
と
い
う
  

順
序
で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
．
  
 

R
e
p
o
r
t
 
タ
ス
ク
に
お
い
て
テ
ー
マ
が
あ
い
ま
い
だ
と
，
テ
ー
マ
を
明
確
化
す
る
た
め
の
 
 

ex
pl
or
at
io
nが

必
要
と
な
る
．
  

ざ
っ
ぐ
ク
Lた

テ
ー
マ
だ
っ
た
の
㌣
そ
の
中
か
ら
と
Lて

ば
，
ま
あ
厨
と
，
符
／
こ
そ
の
－
，
  

ま
と
め
丁
ぐ
れ
丁
い
る
の
を
一
局
つ
げ
ら
れ
た
の
て
㌔
 そ

の
「
‥
焦
点
友
好
っ
丁
い
ぐ
段
／
督
と
L 
 

て
ぼ
よ
か
っ
た
の
か
な
と
い
ケ
感
℃
ば
L
ま
L
た
．
仲
姑
狗
 
 

Tr
ip
タ
ス
ク
で
は
，
ほ
ぼ
全
員
が
，
行
き
先
を
決
め
る
⇒
現
地
の
名
所
や
訪
問
先
を
調
べ
る
⇒
宿
  
 

＜
こ
れ
を
お
い
と
い
て
斉
Lい

タ
ブ
を
ノ
好
い
こ
 こ

こ
で
・
・
・
こ
の
点
ど
こ
ろ
で
点
て
■
・
■
  

こ
こ
ぼ
さ
っ
き
の
ペ

ー
ジ
と
一
厨
だ
げ
ど
「
広
屍
ど
こ
ろ
が
八
っ
丁
い
各
か
ら
 こ

カ
仕
入
れ
  

丁
・
■
・
＞
侍
〃
あ
2J
ノ
  

コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
の
利
用
  
 

鞘   

－ ∴ 岩 －   
ク
エ
リ
を
入
力
す
る
際
に
，
学
部
生
4
名
（
3
6
．
3
％
）
と
L
I
S
院
生
4
名
（
8
0
％
）
が
コ
ピ
ー
＆
ペ
 
 

ー
ス
ト
を
使
っ
た
．
こ
の
行
動
は
，
LI
S院

生
の
方
が
学
部
生

よ
り
We
b上

で
の
検
索
に
慣
れ
て
い
  

る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
．
  
 

（
‘
）
 ク

エ
リ
の
ス
タ
イ
ル
  
 

L
I
S
院
生
3
名
と
学
部

生
1
名
は
，
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
の
ク
エ
リ
で
主
題
キ
ー
ワ
ー
ド
と
情
報
源
 
 

を
併
記
し
て
い
た
．
  

∫
eα

rC
ん
 G
oo
gJ
g 
虜
イ
ン
′
、
’
合
鍵
 椚

た
7 
仇
占
2ノ

  
 

∫
eβ

rC
ゐ
Gβ

曙
Je
7黒

人
w止

古
 澤

〟
あ
2り

  
 

∫
e〟

℃
力
Go
曙
Je

潜
厨
房
wf
揖
 伽

占
2の

  

∫
gα

rC
力
Go
og
Je
／

、
ク
イ
 椚

た
f 
岱
〟
あ
2刃

  
 

∫
eα

rC
力
 G
o曙

Je
ク
ィ
ア
ー
ル
′
 ナ

チ
ス
 w
∫
ん
f 
仲
J占

2可
  

こ
の
種
の
ク
エ
リ
の
使
い
方
は
，
特
定
情
報
源
（
こ
の
場
合
は
Wi
ki
pe
di
a）

の
利
用
に
慣
れ
て
い
  

る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
．
  



払
う
ノ
ノ
野
好
摩
を
LT
み
よ
う
と
考
点
て
1や

っ
て
い
る
と
こ
で
す
れ
 げ

〟
占
2刃

  

こ
れ
ら
の
例
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
，
Tr
ip
課
題
で
は
Tr
ip
ス
キ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
思
決
定
を
  

下
し
な
が
ら
段
階
的
に

We
b探

索
が
進
む
の
に
対
し
て
，
Re
po
rt
タ
ス
ク
で
は
Re
po
rt
ス
キ
ー
マ
  

に
沿
っ
た
W
e
b
探
索
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
新
た
な
発
見
や
情
報
遭
遇
を
き
っ
か
け
に
，
R
e
p
o
r
t
の
焦
 
 

点
が
変
化
す
る
点
に
違
い
が

み
ら
れ
る
．
  

（
3）

 感
情
の
影
響
  
 

Tr
ip
課
題
で
は
，
意
思

決
定
の
際
に
感
情
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
・
  

dノ
′
詳
Lぐ

一
家
ん
で
み
た
ら
，
こ
こ
に
産
好
子
っ
丁
い
う
の
が
■
 ■

 －
や
っ
ぱ
ク
あ
の
た
ぺ
  

食
事
済
で
ぼ
な
ぐ
て
1少

Lお
や
つ
β
ク
唐
感
じ
の
め
の
メ
jこ

 い
い
ん
ど
や
な
い
か
な
と
居
っ
た
  

の
で
，
選
び
ま
し
た
‥
■
ざ
っ
ム
弄
ん
で
」
ぎ
っ
と
慶
ん
で
み
た
彪
男
，
ま
あ
な
ん
か
あ
の
，
  

あ
っ
き
ク
と
し
缶
感

じ
ぼ
あ
各
ん
で
す
け
才
二
 で

強
度
ん
應
腐
礎
葡
召
そ
う
な
感
ご
だ
っ
た
の
  

で
 こ

ご
仁
顔
め
て
み
よ
う
か
な
と
居
っ
た
ら
■
・
■
r大

学
生
．
・
∫
〟
占
刃
  

d．
・
九
伏
∴
タ
ク
シ
ー
ぽ
，
一
大
好
き
な
の
で
．
あ
の
，
愛
用
を
Lて

い
る
ん
で
す
れ
 者

が
．
な
の
  

で
．
点
っ
と
，
gJ

∴
 ノ

命
こ
う
で
彦
蓼
を
す
る
の
ど
っ
た
ら
′
 あ

と
ま
あ
．
み
ん
な
度
会
入
唐
  

の
で
，
点
虐
と
，
レ
ち
い
ち
密
卓
で
で
す
れ
ノ
守
る
よ
う
な
ノ
ダ
ラ
で
邑
な
い
の
モ
 葺

い
じ
や
  

恵
い
で
す
妙
．
あ
の
′
 タ

ク
シ
ー
で
．
㌍
 タ

ク
シ
ー
だ
っ
た
ら
，
忍
者
邑
安
ぐ
て
，
サ
ー
ビ
  

ス
の
品
質
あ
虜
い

，
A〟

rタ
ク
シ
ー
が
い
い
と
知
っ
て
い
た
の
で
‥
 ■

作
∬
虜
生
ノ
∫
〟
占
2刀

  

Re
po
rt
課
題
で
は
，

情
報
遭
遇
に
伴
い
生
ず
る
感
情
が
本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
た
ex
pl
or
at
io
n 
 

を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
．
  

ニ
れ
ば
な
ん
れ
 こ

の
√
ナ
シ
タ
ブ
プ
レ
・
′
レ
ジ
ャ
ー
ノ
つ
丁
忍
好
き
だ
っ
た
の
で
 一

作
眉
  

が
．
雪
 な

ん
か
面
白
い
こ
と
が
碧
い
て
凄
・
い
か
唐
と
居
っ
こ
 眉

た
ん
で
す
げ
ど
こ
 あ

ん
ま
  

ク
・
■
・
応
〟
占
jノ

  

以
上
の
例
に
見
る
よ
う

に
，
Re
po
rt
課
題
で
は
情
報
遭
遇
に
伴
う
感
情
の
動
き
が
本
来
の
目
的
か
  

ら
逸
脱
し
た
ex
pl
or
at
io
nを

生
じ
さ
せ
る
の
に
対
し
て
，
Tr
ip
課
題
で
は
We
b探

索
中
に
生
じ
た
  

感
情
が
意
思
決
定
を
導
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
  

（
4）

 W
eb
探
索
中
の
思

考
  
 

Re
po
rt
課
題
と
Tr
ip
課
題
で
は
，
We
b探

索
中
の
思
考
の
程
度
に
違
い
が
み
ら
れ
る
・
  

〝
つ
の
尿
厨
の
違
い
覇
者
戌
丁
た
れ
 孝

虐
丁
か
＼
か
ど
と
ノ
酌
ぼ
す
ね
 蕗

甲
Or
f頗

屠
7 
 

銑
 そ

の
，
β
分
の
居
着
が
そ
ぶ
ん
 ∵

広
瀞
脚
だ
カ
jら

ノ
野
屠
厨
房
と
い
う
れ
 こ

う
逆
  
 

泊
先
を
決
め
る
⇒
現
地
交
通
手
段
と
往
復
交
通
手
段
を
調
べ
る
，
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
．
他
  
 

の
2名

は
，
こ
れ
ら
に
加
え
て
，
季
節
の
催
し
も
の
や
天
候
と
食
べ
物
を
調
べ
た
．
  

以
上
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
，
Tr
ip
ス
キ
ー
マ
も
前
後
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
概
ね
，
①
行
き
先
を
決
  
 

め
る
，
②
現
地
訪
問
先
・
活
動
の
詳
細
を
計
画
す
る
，
③
交
通
手
段
を
決
め
る
，
④
宿
泊
先
を
決
め
  

る
，
⑤
食
べ
も
の
・
土
産
な
ど
を
調
べ
る
，
と
い
う
順
序
で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
．
  
 

（
ヱ
）
 次

の
段
階
に
進
む
条
件
  

Tr
ip
課
題
で
は
，
Tr
ip
ス
キ
ー
マ
の
各
段
階
で
意
思
決
定
を
下
さ
な
い
と
，
次
の
段
階
に
進
め
な
  
 

い
と
い
う
制
約
が
あ
る
．
た
と
え
ば
，
行
き
先
や
そ
こ
で
何
を
す
る
か
を
決
め
な
い
こ
と
に
は
，
交
  
 

通
手
段
や
宿
泊
先
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
We
b探

索
中
に
行
き
先
を
変
更
す
る
と
，
交
通
手
  
 

段
や
宿
泊
先
も
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
  

高
槻
太
郎
と
か
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
，
お
，
高
村
兇
太
郎
な
ら
い
い
か
な
と
居
っ
た
 
 

ん
で
す
づ
ゞ
‥
・
＜
虜
杓
触
執
 事

山
彦
可
，
う
ー
ん
．
お
，
土
ノ
甲
拳
，
を
ら
写
真
オ
j二

屠
ら
  

れ
そ
う
を
の
雪
 こ

こ
ぼ
よ
き
そ
う
か
な
と
居
う
の
㌣
 ズ

ー
つ
と
′
 行

き
＿
克
を
こ
ち
ら
に
ご
変
  

一
穿
Lよ

う
と
い
う
こ
と
て
㌔
 こ

う
，
こ
こ
に
穿
っ
て
1元

え
 ホ

テ
ル
を
j穿

Lて
1潜

ま
る
虜
  

ノ
努
を
靡
Lて

み
ま
す
．
＞
 伍

〟
占
プ
ロ
ノ
  
 

l 
な
お

，
Tr
ip
ス
キ
ー
マ
の
要
素
に
よ
っ
て
は
，
意
思
決
定
に
至

る
ま
で
に
か
な
り
の
試
行
錯
誤
を
  

誓
伴
う
も
の
も
あ
る
・
  

I
 

粛
行
針
‥
た
か
テ
ル
と
か
舶
∂
と
こ
と
か
ご
雛
Ⅴ
枕
邑
う
ひ
た
す
ら
い
っ
飾
  

ぽ
か
の
せ
こ
ろ
邑
屈
ま
す
げ
ど
・
‥
こ
う
い
う
，
あ
の
，
邑
う
，
彪
ノ
野
と
か
屠
所
と
か
ア
ク
  

セ
ス
と
メ
〕
ぼ
ど

う
や
っ
て
邑
j軒

わ
ら
な
い
ん
で
1そ

う
い
う
の
ば
ぁ
う
ノ
薗
雇
え
ら
方
Lま

い
  

で
す
 伽

占
2ノ

ノ
  

Re
po
rt
タ
ス
ク
で
は
，
レ
ポ
ー
ト
の
焦
点
が
定
ま
り
，
Re
po
rt
ス
キ
ー
マ
に
沿
っ
て
We
b探

索
を
  
 

し
て
い
る
間
に
，
新
た

な
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
っ
た
り
，
思
い
が
け
な
い
情
報
に
遭
遇
し
て
．
テ
  

ー
マ
の
焦
点
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
．
  

・
■
・
 

こ
の
と

き
ぼ
ノ
、
ク
イ
の
歴
史
だ
げ
を
テ
ー
マ
に
LT
邑
面
白
く
な
い
か
な
と
か
っ
丁
考
  

え
怨
め
丁
い
て
．

で
，
ハ
グ
イ
の
芸
i紆

と
れ
 ま

あ
 そ

う
い
う
邑
の
メ
j：

あ
っ
た
ら
い
い
か
  

な
と
居
っ
た
ん
で

す
げ
ど
‥
・
芸
節
厨
房
の
人
が
い
な
か
っ
た
の
手
原
ク
あ
ズ
ヂ
や
め
丁
‥
・
  

禅
厨
の
彦
邑
面
白

そ
う
だ
な
と
考
え
磨
め
て
い
た
A′

で
す
げ
わ
ど
・
・
・
こ
こ
／
こ
，
ノ
、
ク
イ
屠
  

の
戌
夕
立
ち
が
ち
ょ
っ
と
，
ち
ょ
ろ
っ
と
書
い
丁
あ
っ
た
ん
で
す
よ
■
 ■

・
雪
 ち

ょ
っ
と
慶
  

ん
で
み
手
 原

粛
あ
ク

そ
う
だ
っ
た
の
㌣
 ハ

ク
イ
鹿
 ノ

、
ク
イ
厨
の
歴
史
ば
や
ん
な
い
だ
ろ
  

う
な
，
と
居
っ
た

の
で
；
み
ん
虐
．
原
ク
あ
元
ヂ
本
を
厨
べ
∂
崩
一
に
 ノ

、
ク
イ
′
穿
の
歴
史
で
  



課
題
で
は
，
旅
行
の
行
き

先
を
探
求
す
る
時
点
で
は
ex
pl
or
at
io
nが

行
わ
れ
る
が
，
行
き
先
が
決
ま
  

る
と
意
思
決
定
を
伴
う
lo
ok
up
に
移
行
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
た
だ
し
，
lo
ok
up
中
に
思
い
  

が
け
な
い
情
報
に
遭
遇
す
る
と
，
本
来
の
目
的
か
ら
は
逸
脱
し
た
ex
pl
or
at
io
nが

生
じ
，
そ
の
結
果
  

旅
行
の
行
き
先
が
変
わ
る

こ
と
も
示
さ
れ
た
．
す
な
わ
ち
，
漠
然
と
し
た
情
報
ニ
ー
ズ
や
学
習
の
た
  

め
に
行
わ
れ
る
ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hで

あ
れ
，
明
確
な
情
報
ニ
ー
ズ
に
導
か
れ
た
lo
ok
up
se
ar
ch
  

で
あ
れ
，
そ
の
プ
ロ
セ
ス
中
に
，
eX
Pl
or
at
io
nと

lo
ok
up
が
と
も
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
，
  

実
験
結
果
は
示
唆
し
て

い
る
．
し
た
が
っ
て
，
eX
Pl
or
at
or
y 
se
ar
ch
と
lo
ok
up
 s
ea
rc
hは

そ
れ
ぞ
  

れ
を
別
の
プ
ロ
セ
ス
と

し
て
と
ら
え
る
よ
り
も
む
し
ろ
，
eX
PI
or
at
io
nと

lo
ok
up
の
程
度
に
よ
り
  

判
別
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
え
よ
う
．
  
 

本
研
究
で
は
，
eX
Pl
or
at
io
nと

感
情
の
動
き
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
・
Re
po
rt
課
  

題
で
は
，
思
い
が
け
ず
興

味
深
い
情
報
に
遭
遇
し
た
際
に
感
情
が
高
揚
し
，
本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱
  

し
た
ex
pl
or
at
io
nが

生
じ
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
の
焦
点
が
変
わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
・
旅
行
課
題
で
は
，
  

行
き
先
の
決
定
や
宿
泊
先
や
食
事
の
選
定
に
際
し
て
，
感
情
の
動
き
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
  

が
示
さ
れ
た
．
情
報
探
索
行
動
に
お
け
る
感
情
の
役
割
は
，
研
究
対
象
と
な
っ
て
は
い
る
が
，
そ
の
  

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
た
め
，
今
後
の
研
究
に
お
い
て
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
．
  

（
2）

 W
eb
情
報
探
索
に
求
め
ら
れ
る
専
門
知
識
  
 

本
研
究
で
は
，
学
部
生
を
We
b情

報
探
索
の
ノ
ー
ビ
ス
，
LI
S院

生
を
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
仮
定
し
  

て
，
理
論
的
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
り
実
験
参
加
者
を
選
定
し
た
．
実
験
結
果
で
は
，
両
者
の
違
い
は
  

必
ず
し
も
 W
eb
情
報
検
索

の
ノ
ー
ビ
ス
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
違
い
と
み
な
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
  

と
が
示
唆
さ
れ
た
．
  
 

レ
ポ
ー
ト
課
題
で
は
，
LI
S院

生
は
大
学
生
に
比
べ
て
We
b上

の
情
報
源
の
種
類
や
各
々
の
使
い
  

方
に
関
す
る
経
験
的
な
知
識
を
も
ち
，
か
つ
よ
り
明
確
な
Re
po
rt
ス
キ
ー
マ
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
  

示
さ
れ
た
．
ま
た
，
フ
ォ

ー
カ
ス
形
成
前
の
ex
pl
or
at
io
nで

は
，
当
初
の
ク
エ
リ
が
望
ま
し
い
結
果
  

を
も
た
ら
さ
な
い
と
LI

S院
生
は
即
刻
ク
エ
リ
や
探
索
方
略
を
変
更
す
る
の
で
，
効
果
的
・
効
率
的
  

に
焦
点
形
成
が
行
わ
れ
た
．
他
方
，
旅
行
課
題
で
は
，
大
学
生
，
LI
S院

生
と
い
う
属
性
に
か
か
わ
  

ら
ず
，
We
b上

で
の
旅
行
計
画
作
成
経
験
を
持
つ
実
験
参
加
者
は
，
未
経
験
者
と
比
較
し
て
，
We
b 
 

上
の
旅
行
関
連
情
報
源
の
種
類
や
各
々
の
使
い
方
に
関
す
る
経
験
的
な
知
識
を
持
ち
，
か
つ
よ
り
明
  

確
な
Tr
ip
ス
キ
ー
マ
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
・
そ
の
た
め
，
焦
点
形
成
前
の
ex
pl
or
at
io
n 
 

で
は
，
We
b上

で
の
旅
行
計
画
経
験
の
あ
る
実
験
参
加
者
は
，
各
地
の
観
光
協
会
サ
イ
ト
や
大
手
旅
  

行
社
サ
イ
ト
の
よ
う
な
経
験
的
に
信
頼
性
が
高
く
使
い
や
す
い
と
認
識
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
使
っ
て
，
  

効
果
的
・
効
率
的
に
旅
行
計
画
を
作
成
し
た
．
  
 

も
し
，
We
b上

で
の
情
報
探
索
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
る
ス
キ
ル
を
We
b探

索
の
専
門
性
と
  

み
な
す
の
で
あ
れ
ば
，
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
は
課
題
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
効
果
的
・
効
率
的
に
We
b 
 

上
で
情
報
探
索
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
．
そ
の
意
味
で
，
LI
S院

生
は
全
員
が
We
b上

の
文
  

献
検
索
に
必
要
な
情
報
源
知
識
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
経
験
に
関
す
る
専
門
性
を
有
し
て
は
い
る
も
の
の
，
  

旅
行
課
題
に
必
要
な
情
報
源
知
識
や
旅
行
計
画
経
験
に
関
す
る
専
門
性
に
つ
い
て
は
，
備
え
て
い
る
  
 

虜
が
あ
っ
た
ん
だ
と
．
厨
う
ん
で
す
ね
 こ

れ
を
孝
点
こ
 ニ

ラ
考

え
た
か
ら
こ
ご
を
点
て
と
い
  

う
の
が
あ
っ
虎
ん
で
す
げ
ど
二
ナ
ノ
好
行
課
さ
野
ぽ
，
そ
の
，
た
ぶ
ん
紺
に
分
か
れ
ち
ゃ
っ
丁
る
  

ん
で
す
よ
 そ

の
，
潜
ま
る
と
こ
ろ
と
屈
ど
こ
ろ
を
ぐ
っ
っ
げ
て
孝
之
て
た
わ
げ
で
も
な
い
で
  

す
L，

ニ
の
彪
よ
野
と
か
考
点
て
．
こ
こ
仁
ご
の
富
者
が
あ
∂
か
ら
っ
て
ヤ
っ
た
わ
げ
で
め
凌
い
  

で
す
L・

‥
J′

併
行
鹿
屋
野
の
拶
合
札
 そ

の
J厨

J厨
の
卓
彦
が
β
分
の
居
着
ム
紆
び
つ
い
で
  

る
部
分
が
あ
っ
た
と
眉
う
A′

で
，
そ
の
ノ
富
が
き
っ
と
居
い
β
Lや

す
か
っ
た
ク
と
れ
 超

■
に
立
  

つ
な
と
居
っ
た
 甚

∬
虜
生
．
・
∫
〟
占
プ
ノ
ノ
  

こ
の
例
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
，
Re
po
rt
課
題
で
は
，
ス
キ
ー
マ
の
各
要
素
が
相
互
に
関
連
し
  

て
い
る
た
め
，
We
b探

索
中
に
よ
り
多
く
の
思
考
を
必
要
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
．
  
 

3．
4 
視
線
移
動
デ
ー
タ
の
有
無
の
違
い
（
Rq
3）

  
 

事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
実
験
参
加
者
か
ら
得
ら
れ
た
報
告
に
よ
れ
ば
，
W沌

探
索
プ
ロ
セ
ス
を
記
  

録
し
た
ビ
デ
オ
上
の
視
線
移
動
デ
ー
タ
は
，
探
索
中
の
思
考
の
想
起
を
促
す
．
  

「
脚
劇
デ
ー
タ
が
あ
る
と
ノ
手
鼻
と
れ
 局

丁
い
尤
ク
と
れ
 そ

こ
仁
庄
β
を
Lて

い
た
ク
  

と
れ
 っ

て
い
う
の
ぼ
わ
か
っ
た
の
て
㌔
 ま

あ
ノ
 あ

の
．
そ
の
と
ぎ
孝
之
て
．
て
い
た
こ
と
  

っ
丁
い
う
れ
 そ

，
．
居
い
だ
Lや

す
い
で
す
か
虎
，
や
っ
ぱ
ク
，
孝
之
丁
い
た
こ
と
を
居
い
β
  

し
や
す
い
っ
て
い
う
れ
 ま

あ
，
と
ン
′
に
な
る
っ
丁
い
う
感
じ
で
す
づ
ユ
ね
 正

視
占
2j
ノ
  

揮
甲
Or
J戯

野
枕
 ぽ

ぼ
 塵

1が
＼
ば
ま
っ
で
∂
ん
㌣
 こ

れ
た
ぶ
ん
jβ

た
っ
て
め
，
イ
β
  

尤
っ
丁
邑
，
∫
β
た
っ
丁
邑
，
た
ぷ
ん
，
ノ
野
Cノ

オ
彦
を
狩
っ
て
1ノ

野
ご
こ
と
を
孝
之
る
っ
丁
い
う
  

の
メ
jこ

 ぼ
ぼ
藤
倉
Lて

る
ん
モ
J忍

顔
移
劇
デ
ー
タ
の
有
二
穿
ぼ
原
索
プ
ロ
セ
ス
盈
宙
仁
7た

ぶ
  

ん
あ
ん
ま
ク
劇
許
な
か
っ
尤
と
居
い
ま
す
．
J升

中
腰
厨
の
励
ヤ
不
礎
虐
賓
芽
が
多
い
ん
で
．
  

京
助
囲
あ
ん
ま
ク
で
せ
て
頂
・
い
躍
辟
だ
っ
た
ん
で
‥
・
仲
巌
叫
  

以
上
の
事
例
か
ら
，
探
索
者
自
身
の
も
つ
ス
キ
ー
マ
が
明
確
で
あ
れ
ば
，
視
線
の
有
無
は
事
後
イ
  

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
 W
eb
探
索
プ
ロ
セ
ス
の
想
起
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
が
，
探
索
中
に
  

ex
pl
or
at
io
nが

行
わ
れ
た
場
合
は
，
視
線
移
動
デ
ー
タ
が
思
考
プ
ロ
セ
ス
の
想
起
を
促
す
よ
う
だ
・
  
 

4．
考
察
  
 

以
下
で
は
，
実
験
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
知
見
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
．
  

（
1
）
W
e
b
上
の
e
x
p
l
o
r
a
t
o
r
y
s
e
a
r
e
h
の
特
徴
 
 
 

Re
po
rt
課
題
で
は
，
レ
ポ
ー
ト
の
焦
点
が
形
成
さ
れ
る
と
，
知

識
構
築
の
た
め
の
ex
pl
or
at
io
nか

  

ら
，
レ
ポ
ー
ト
に
使
え
る
文
献
を
探
す
た
め
の
lo
ok
up
に
変
化
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
t 
た
だ
  

し
，
lo
ok
up
中
に
思
い
が
け
な
い
情
報
に
遭
遇
し
て
，
eX
Pl
or
at
io
nが

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
・
Tr
ip
  



人
と

い
な
い
人
が
い
た
．
  
 

We
b情

報
探
索
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る
か
否
か
は
，
大
学
生
と
LI
S院

生
と
い
う
属
  

性
の
導
い
で
は
な
く
，
む
し
ろ
，
探
索
者
の
持
つ
知
識
と
経
験
に
よ
っ
て
定
義
で
き
る
・
We
b探

索
  

に
影
響
を
及
ぼ
す
知
識
は
，
①
検
索
シ
ス
テ
ム
の
機
能
や
使
い
方
，
②
we
b上

の
情
報
源
の
種
類
や
  

使
い
方
，
③
各
課
題
の
情
報
探
索
の
進
め
方
に
関
す
る
経
験
的
知
識
，
④
Re
po
rt
課
題
の
テ
ー
マ
や
  

Tr
ip
課
題
の
旅
先
に
関
す
る
事
前
知
識
，
の
4種

類
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
We
b探

索
が
効
  

果
的

・
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る
か
否
か
は
，
こ
れ
ら
の
知
識
の
有
無
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
  

わ
れ
る
．
こ
れ
ら
の
知
識
の
う
ち
，
「
①
検
索
シ
ス
テ
ム
の
機
能
や

使
い
方
」
は
，
課
題
の
種
類
を
問
  

わ
ず
あ
ら
ゆ
る
We
b情

報
探
索
に
転
用
で
き
る
汎
用
性
の
あ
る
知
識
で
あ
る
．
他
方
，
「
②
we
b上

  

の
情
報
源
の
種
類
や
使
い
方
」
は
，
課
題
の
種
類
に
よ
っ
て
用
い
る
情
報
源
が
異
な
る
た
め
，
特
定
  

課
題
の
We
b探

索
経
験
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
．
「
③
Re
po
rt
課
題
の
テ
ー
マ
や
Tr
ip
課
題
の
旅
  

先
に

関
す
る
事
前
知
識
」
は
，
勒
b探

索
前
の
文
脈
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
，
本
研
究
で
は
実
験
参
加
  

者
が
選
択
し
た
「
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
」
や
「
旅
行
の
行
き
先
」
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
．
す
な
わ
  

ち
，

Re
po
rt
課
題
で
「
よ
く
知
っ
て
い
る
事
象
」
を
テ
ー
マ
に
選
択
し
た
実
験
参
加
者
や
，
Tr
ip
課
  

題
で
「
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
，
あ
る
い
は
，
良
く
知
っ
て
い
る
場
所
」
を
旅
先
に
選
択
し
た
実
験
参
  

加
者

は
，
レ
ポ
ー
ト
の
ト
ピ
ッ
ク
や
旅
先
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
事
前
知
識
を
備
え
て
い
る
．
「
④
  

各
課

題
の
情
報
探
索
の
進
め
方
に
関
す
る
経
験
的
知
識
」
は
，
各
々
の
課
題
に
つ
い
て
We
b探

索
経
  

験
を
有
す
る
か
否
か
で
決
定
さ
れ
る
．
  
 

こ
れ
ら
4種

類
の
知
識
を
全
て
備
え
て
い
る
人
を
We
b情

報
探
索
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
定
義
す
る
  

の
で

あ
れ
ば
，
そ
の
人
に
は
，
検
索
シ
ス
テ
ム
の
機
能
や
使
い
方
に
関
す
る
知
識
に
加
え
て
，
多
様
  

な
課

題
の
各
々
に
つ
い
て
信
頼
性
の
高
い
We
b上

の
情
報
源
や
そ
の
使
い
方
に
関
す
る
知
識
を
有
  

し
，
各
課
題
領
域
に
特
有
の
探
索
ス
キ
ー
マ
を
備
え
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
．
も
  

し
，
探
索
課
題
が
レ
ポ
ー
ト
執
輩
と
旅
行
計
画
に
限
ら
れ
て
い
る
な

ら
，
We
b上

で
の
文
献
検
索
経
  

験
と
旅
行
計
画
経
験
が
あ
る
人
は
，
こ
れ
ら
2つ

の
課
題
領
域

で
は
We
b情

報
探
索
の
エ
キ
ス
パ
ー
  

ト
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
，
そ
の
他
の
領
域
の
専
門
性
の
有
無
は
保
障
さ
れ
な
い
．
し
た
が
っ
  

て
，
We
b情

報
探
索
一
般

に
関
す
る
専
門
性
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
な
ら
，
検
索
シ
ス
テ
ム
の
使
い
  

方
の
専
門
性
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
．
む
し
ろ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
領
域
に
お
け
る
専
門
性
を
，
  

検
索
シ
ス
テ
ム
の
機
能
や
使
い
方
に
関
す
る
知
識
，
We
b上

の
情
報
源
の
種
類
や
使
い
方
に
関
す
る
  

知
識
，
各
課
題
の
情
報
探

索
の
進
め
方
に
関
す
る
経
験
的
知
識
の
有
無
に
よ
っ
て
定
義
す
る
こ
と
が
  

現
実
的
で
あ
ろ
う
．
  

（
3）

視
線
移
動
デ
ー
タ
が
We
b探

索
プ
ロ
セ
ス
の
想
起
に
及
ぼ

す
影
響
  
 

本
研
究
で
は
，
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
実
験
参
加
者
に
見
せ
た
We
b探

索
記
録
ビ
デ
オ
に
視
線
  

移
動
デ
ー
タ
が
表
示
さ
れ

て
い
る
と
，
We
b探

索
中
の
思
考
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
．
す
  

な
わ
ち
画
面
上
の
視
線
移
動
デ
ー
タ
の
有
無
が
，
思
考
プ
ロ
セ
ス
の
想
起
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
  

も
の
と
推
測
さ
れ
る
．
こ
の
現
象
の
背
後
に
あ
る
視
線
移
動
デ
ー
タ
と
記
憶
憩
起
の
関
係
に
関
す
る
  

生
理

学
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
探
求
は
，
今
後
の
課
題
で
あ
る
．
  
 

5．
ま
と
め
  
 

本
研
究
で
は
，
We
b探

索
中
の
発
話
と
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
内
容
分
析
に
基
づ
き
，
  

ex
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hの

特
徴
，
大
学
生
と
LI
S院

生
の
We
b探

索
プ
ロ
セ
ス
の
違
い
，
Re
po
rt
課
題
  

と
Tr
ip
課
題
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
．
よ
く
知
ら
な
い
事
象
や
場
所
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
構
  

築
す
る
段
階
で
は
ex
pl
or
at

or
ys
ea
rc
hが

行
わ
れ
，
情
報
ニ
ー
ズ
が
明
確
に
な
り
ゴ
ー
ル
が
焦
点
化
  

さ
れ
る
と
lo
ok
up
se
ar
ch
に
移
行
す
る
こ
と
，
情
報
遭
遇
に
よ
り
 e
xp
lo
ra
to
ry
se
ar
ch
が
生
じ
る
  

こ
と
，
eX
pl
or
at
or
ys
ea
rc
hは

探
索
者
の
感
情
の
動
き
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
・
ま
  

た
，
We
b探

索
の
専
門
性
を
構
成
す
る
知
識
要
素
が
識
別
さ
れ
た
．
さ
ら
に
，
事
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
  

に
お
け
る
視
線
移
動
デ
ー
タ
の
表
示
が
，
We
b探

索
中
の
思
考
想
起
を
促
す
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
．
  
 

今
後
は
，
本
研
究
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
We
b探

索
に
必
要
な
専
門
知
識
の
構
成
を
LI
S院

生
以
  

外
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
確
認
す
る
と
と
も
に
，
eX
Pl
or
at
or
ys
ea
rc
hに

お
け
る
感
情
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
  

と
，
視
線
移
動
デ
ー
タ
と
思
考
想
起
の
関
係
を
さ
ら
に
追
及
す
る
予
定
で
あ
る
．
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